
平
野
秀
吉
が
作
詞
し
た

新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
校
歌
と

作
曲
者
大
和
田
愛
羅
と
校
長
斎
藤
秀
平

槇

田

善

衛

一
．
は
じ
め
に

新
潟
県
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
校
歌
作
詞
者
の
一
人
と
し
て
、
平

野
秀
吉
が
お
ら
れ
る
。
平
野
秀
吉
が
勤
務
し
て
い
た
新
潟
県
高
田
師
範
学
校
（
以

下
、
高
田
師
範
学
校
）
の
音
楽
教
員
や
卒
業
生
と
の
強
い
結
び
つ
き
か
ら
、
そ
の

作
詞
活
動
が
県
内
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で

↓
の
守
合
1
0

本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
平
野
秀
吉
作
詞
に
よ

る
新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
（
以
下
、
小
千
谷
高
等
女
学
校
）
の
校
歌
制
定

の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
中
で
作
曲
者
大
和
田
愛
羅
の
人

と
な
り
、
さ
ら
に
は
平
野
秀
吉
と
そ
の
依
頼
校
長
で
あ
る
斎
藤
秀
平
と
の
関
わ
り

合
い
、
ま
た
斎
藤
秀
平
の
人
と
な
り
と
業
績
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

二
．
平
野
秀
吉
が
作
詞
し
た
校
歌
と
そ
れ
以
前
の
校
歌

小
千
谷
高
等
女
学
校
は
、
小
学
校
令
改
正
〔
一
九
O
七

（
明
治
四
十
）
年
三
月
〕

槇
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
が
作
詞
し
た
校
歌
と
作
曲
者
小
林
禮
・
田
中
信
太
郎
・
小
出

浩
平
」
岡
村
鉄
琴
『
新
潟
県
文
人
研
究
第
十
九
号
』
越
佐
文
人
研
究
h
E
P
3・HSl呂
町

に
よ
る
義
務
教
育
六
年
制
を
終
え
た
生
徒
が
入
学
す
る
た
め
の
四
年
制
の
女
子
中

等
教
育
機
関
で
あ
り
、
一
九
一
一
一
（
大
正
十
）
年
五
月
三
一
日
に
小
千
谷
町
立
小
千

谷
高
等
女
学
校
と
し
て
開
校
し
た
2
0

そ
の
後
、
一
九
二
八
（
昭
和
一
二
）
年
四
月

一
日
に
県
立
移
管
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
四
月
一
日
に
県
立
小
千
谷
女

子
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
、
一
九
五

O
（
昭
和
二
十
五
）
年
四
月
一
日
に
県
立

小
千
谷
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
た
3
0

一
九
三
一
二
（
昭
和
八
）
年
制
定
の
校
歌
は

作
詞
を
平
野
秀
吉
、
作
曲
を
大
和
田
愛
羅
が
手
掛
け
て
い
る
4
0

制
定
の
経
緯
は

一
九
三
一
二
（
昭
和
八
）
年
「
八
月
四
日
県
が
指
定
し
た
現
在
の
小
千
谷
高
等
学
校

の
場
所
に
県
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
工
事
が
着
工
」
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
5
0

女
学
校
移
東
問
題
で
町
民
の
考
え
が
二
分
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
新
し
い

校
歌
制
定
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
関
徹
（
新
制
小
千

谷
高
等
学
校
十
六
回
の
卒
業
生
）
は
そ
の
著
書
『
人
生
歌
に
関
ず
｜
谷
高
歌
物
語
』

の
中
で
、
「
昭
和
八
年
は
、
校
歌
が
つ
く
ら
れ
て
ま
だ
五
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

翌
年
校
舎
が
信
濃
川
東
に
移
転
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
の
作
り
替
え
な
の
で
あ
ろ

う
か
」
と
結
ん
で
い
る
6
0

-148-

新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
学
校
「
小
千
谷
高
等
学
校
百
年
史
』
小
千
谷
高
等
学
校
創
立

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
唱
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' 小
千
谷
高
等
女
学
校
校
歌
（
昭
和
八
年
）
7

愛
羅

作
詞
平
野
秀
吉

作
曲
大
和
田

（
一
番
）
船
岡
山
（
ふ
な
お
か
や
ま
）
の
春
（
は
る
）
の
花
（
は
な
）

咲
（
さ
）
き
て
高
菜
（
ば
ん
だ
）
の
雲
（
く
も
）
に
ほ
い

八
海
山
（
は
つ
か
い
さ
ん
）
の
峰
（
み
ね
）
の
雪
（
ゆ
き
）

仰
（
あ
お
）
ぐ
千
（
ち
）
く
わ
の
玉
（
た
ま
）
の
色
（
い
ろ
）

気
（
け
）
高
（
だ
か
）
く
清
（
き
よ
）
く
麗
（
う
る
わ
）
し
く

磨
（
み
が
）
く
心
（
こ
こ
ろ
）
の
姫
鏡
（
ひ
め
か
が
み
）

（
二
番
）
魚
沼
（
う
お
ぬ
ま
）
の
水
（
み
ず
）
皆
（
み
な
）
此
処
（
こ
こ
）

集
（
あ
つ
）
め
て
速
（
は
や
）
き
信
濃
川
（
し
な
の
が
わ
）

人
（
ひ
と
）
の
力
（
ち
か
ら
）
の
絶
（
た
）
え
ぬ
時
（
と
き
）

つ
い
の
栄
（
さ
か
え
）
を
こ
れ
見
（
み
）
よ
と

越
後
（
え
ち
ご
）
大
野
（
お
お
の
）
に
そ
冶
ぎ
で
は

秋
（
あ
き
）
の
み
の
り
と
な
り
に
け
り

（
三
番
）
よ
き
国
（
く
に
）
よ
き
世
（
よ
）
う
れ
し
我
（
わ
れ
）

よ
き
校
（
こ
う
）
よ
き
師
（
し
）
た
の
し
我
（
わ
れ
）

知
遇
（
ち
ぐ
う
）
の
幸
（
さ
ち
）
を
よ
ろ
こ
び
て

ま
な
べ
い
そ
し
め
い
ざ
や
友
（
と
も
）

お
み
な
の
っ
と
め
母
（
は
な
）
の
道
（
み
ち
）

し
る
べ
は
誠
（
ま
こ
と
）
ひ
と
す
じ
に

こ
れ
は
平
野
の
作
詞
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
番
目
の
「
母

の
道
」
に
あ
る
よ
う
に
、
平
野
は
「

O
O
の
道
」
と
作
詞
す
る
場
合
が
多
い
。

前
掲
戸
℃
－

gN。
読
み
仮
名
は
中
村
忠
夫
氏
（
小
千
谷
市
）

の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

一
九
二

O
（
大
正
九
）
年
制
定
の
能
生
尋
常
高
等
小
学
校
二
番
目
の
歌
詞
に
は

「
人
の
道
」
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
制
定
の
稲
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
三
番

目
の
歌
詞
に
は
「
世
の
道
人
の
道
」
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
制
定
の
三

番
目
の
歌
詞
に
は
「
子
の
道
民
の
道
」
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
制
定
の
天

野
原
尋
常
高
等
小
学
校
三
番
目
の
歌
詞
に
は
「
学
び
の
道
」
と
あ
る
か
ら
で
あ

サ
②
8
0

マ

」

ま
た
小
千
谷
高
等
女
学
校
に
は
、
こ
の
校
歌
以
前
に
二
つ
の
校
歌
「
竹
柏
会

の
歌
」
「
小
千
谷
高
等
女
学
校
校
歌
（
昭
和
三
一
年
｜
昭
和
八
年
こ
が
存
在
す

る
9
T
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
を
次
に
紹
介
す
る
。

竹
柏
会
の
歌
（
大
正
十
五
年
）
日
南
雲

（
一
番
）
船
岡
山
（
ふ
な
お
か
や
ま
）
の
春
（
は
る
）
の
花
（
は
な
）

信
濃
川
原
（
し
な
の
か
わ
ら
）
の
秋
（
あ
き
）
の
月
（
っ
き
）

そ
の
花
（
は
な
）
の
如
（
ご
と
）
う
る
わ
し
く

そ
の
月
（
っ
き
）
の
ご
と
輝
（
か
が
や
）
け
と

磨
（
み
が
）
き
鍛
（
き
た
）
う
る
心
（
こ
こ
ろ
）
と
腕
（
か
ひ
な
）

や
が
て
は
み
国
（
く
に
）
の
鑑
（
か
が
み
）
ぞ
と

緑
（
み
ど
り
）
の
髪
（
か
み
）
の
ひ
と
す
ぢ
に

学
（
ま
な
）
ぶ
吾
舎
（
わ
が
や
）
の
楽
（
た
の
）
し
さ
よ

（
二
番
）
桐
（
き
り
）
の
林
（
は
や
し
）
は
い
や
し
げ
り

採
譜

充
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日
読
み
仮
名
は
中
村
忠
夫
氏
（
小
千
谷
市
）
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
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雪
（
ゆ
き
）
の
小
千
谷
（
お
ぢ
ゃ
）
も
名
（
な
）
に
し
負
（
お
）
う

そ
の
林
（
は
や
し
）
よ
り
茂
（
し
げ
）
か
れ
と

そ
の
雪
（
ゆ
き
）
よ
り
も
名
（
な
）
を
負
（
お
）
え
と

緑
（
み
ど
り
）
い
や
ま
す
姫
松
（
ひ
め
ま
つ
）
小
松
（
こ
ま
つ
）

枝
葉
（
え
だ
は
）
の
栄
（
さ
か
）
え
祈
（
い
の
）
り
つ
つ

梓
（
あ
ず
さ
）
の
ゆ
づ
る
ゆ
る
み
な
く

い
そ
し
む
吾
家
（
わ
が
や
）
の
楽
（
た
の
）
し
さ
よ

小
千
谷
高
等
女
学
校
校
歌
（
昭
和
三
年
l
昭
和
八
年
）
採
譜
南
雲
充

（
一
番
）
旭
日
（
あ
さ
ひ
）
の
燃
（
も
）
ゆ
る
諦
生
（
ひ
う
）
ケ
丘
（
お
か
）

船
岡
山
（
ふ
な
お
か
や
ま
）
の
夕
月
夜
（
ゅ
う
づ
き
よ
）

常
緑
（
と
き
わ
）
の
森
（
も
り
）
は
色
（
い
ろ
）
深
（
ふ
か
）
く

礎
（
い
し
ず
え
）
固
（
か
た
）
き
大
空
（
お
お
ぞ
ら
）
の

聾
ロ
（
い
ら
か
）
に
匂
（
に
お
）
ふ
松
（
ま
つ
）
と
菊
（
き
く
）

我
（
わ
）
が
学
（
ま
な
）
び
舎
（
や
）
は
愛
（
あ
い
）
の
園
（
そ
の
）

（
二
番
）
気
（
き
）
は
晴
（
は
）
れ
渡
（
わ
た
）
る
信
濃
川
（
し
な
の
が
わ
）

清
（
き
よ
）
き
流
（
な
が
）
れ
に
八
海
（
は
つ
か
い
）
の

雄
々
（
お
お
）
し
き
霊
姿
（
れ
い
し
）
仰
（
あ
お
）
ぎ
瞬
日
（
み
）
て

学
（
ま
な
）
び
の
業
（
わ
ざ
）
や
世
（
よ
）
の
努
（
っ
と
）
め

い
そ
し
く
励
（
は
げ
）
み
て
教
（
お
し
）
え
草
（
ぐ
さ
）

健
気
（
け
な
げ
）
に
育
（
そ
だ
）
て
身
（
み
）
と
心
（
こ
こ
ろ
）

（
三
番
）
雪
（
ゆ
き
）
に
変
（
か
）
わ
ら
ぬ
姫
小
松
（
ひ
め
こ
ま
つ
）

13 12 

「
夢
」
で
は
な
く
「
喜
」
が
正
し
い
。

「
潅
」
で
は
な
く
「
膳
」
が
正
し
い
。

薫
（
か
お
）
り
も
高
（
た
か
）
き
菊
（
き
く
）
の
花
（
は
な
）

心
（
こ
こ
ろ
）
の
鑑
（
か
が
み
）
身
（
み
）
の
友
（
と
も
）
に

六
条
（
む
す
じ
）
の
校
訓
（
お
し
え
）
胸
（
む
ね
）
に
彫
（
え
）
り

優
（
や
さ
）
し
く
気
（
け
）
高
（
だ
か
）
く
生
（
お
）
ひ
立
（
た
）
ち
て

婦
人
（
お
み
な
）
の
徳
（
と
く
）
を
守
（
ま
も
）
ら
な
む

前
者
は
校
友
会
「
竹
柏
会
」
の
歌
と
し
て
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
、
ま

た
後
者
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
県
立
移
管
か
ら
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年

の
新
校
歌
制
定
ま
で
の
聞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
歌
詞
の

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
「
旭
日
の
燃
ゆ
る
韓
生
ケ
丘
船
岡
山
の
夕
月
夜
」
と

「
六
条
の
校
訓
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
旭
日
の
燃
ゆ
る
韓
生
ケ
丘
船
岡
山
の
夕
月

夜
」
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
十
二
月
十
一
日
に
「
（
小
千
谷
）
町
議
会
、

韓
生
村
と
の
合
併
と
女
学
校
の
東
へ
の
移
転
を
県
知
事
に
内
申
す
る
議
決
を
採

択
」
し
u
、
翌
年
三
月
一
日
に
「
小
千
谷
町
、
薄
生
村
の
一
部
を
編
入
」
し
た
こ

と
に
よ
り
目
、
韓
生
村
を
象
徴
す
る
「
韓
生
ケ
丘
」
が
校
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
「
旭
日
」
は
東
を
「
タ
月
」
は
西
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、

一
九
二

O
（
大
正
九
）
年
十
一
月
一
日
に
上
越
北
線
で
宮
内
｜
東
小
千
谷
（
現
小

千
谷
）
間
開
業
、
一
九
一
一
一
（
大
正
十
）
年
八
月
五
日
に
上
越
北
線
で
東
小
千
谷
（
現

小
千
谷
）

l
越
後
川
口
間
開
業
し
目
、
そ
の
後
、
上
越
線
全
線
開
通
（
長
岡
｜
高

崎
）
が
予
定
〔
実
際
に
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
一
日
開
通
〕
さ
れ
、
駅

を
有
す
る
信
濃
川
東
岸
の
繁
栄
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
ま
た
「
六
条

nu 
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裡r

の
校
訓
」
と
は
、
六
つ
の
訓
令
か
ら
な
る
校
訓
で
そ
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ

る口
o

「
一
、
常
に
教
育
に
関
す
る
勅
語
の
聖
語
を
服
麿
し
、
学
徳
業
務
の
研
修

を
積
み
、
以
て
献
身
君
国
に
報
ぜ
ん
こ
と
は
我
国
民
最
高
の
義
務
な
り
。
二
、
忠

孝
義
勇
は
、
我
建
国
の
精
神
に
し
て
国
民
道
徳
の
真
髄
国
髄
の
精
華
な
り
。
一
二
、

敬
神
崇
祖
は
、
祖
先
の
蕗
風
忠
孝
の
護
露
に
し
て
報
本
反
始
の
至
誠
を
致
す
所
以

な
り
。
四
、
温
順
貞
淑
に
し
て
堅
忍
不
抜
な
る
は
我
婦
徳
の
本
領
な
り
。
五
、
心

身
彊
健
に
し
勤
倹
力
行
に
怠
ら
ざ
る
は
、
国
運
進
展
の
基
礎
現
代
慮
世
の
急
務
な

り
。
六
、
礼
譲
と
協
調
と
は
、
社
交
の
要
道
に
し
て
共
存
共
栄
の
秘
法
な
り
。
」
。

こ
の
校
訓
は
お
そ
ら
く
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
一
日
に
県
立
移
管
さ
れ
た

際
か
、
そ
の
後
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

三
．
作
曲
者
大
和
田
愛
羅
の
音
楽
普
及
活
動
と
校
歌
制
定
の
過
程

作
曲
者
大
和
田
愛
羅
が
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
校
歌
に
曲
を
提
供
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
町
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
と
し
て
開
校
し
た

一
九
一
一
一
（
大
正
十
）
年
五
月
三
日
か
ら
校
歌
が
制
定
さ
れ
る
一
九
三
一
二
（
昭
和

八
）
年
ま
で
の
、
小
千
谷
高
等
女
学
校
と
新
潟
県
内
に
お
け
る
大
和
田
愛
羅
の
音

楽
活
動
を
次
に
紹
介
す
る
ザ

一
九
一
一
一
（
大
正
十
）
年
九
・
十
八
瞳
詩
社
第
二
回
音
楽
演
奏
会
。
商

品
陳
列
所
。
出
演
大
和
田
愛
羅
、
與
田
甚
二
郎
、
田
辺
圭
介
、
小
林
禮
ほ
か
。

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三
・
十
新
潟
商
業
学
校
校
歌
制
定
式
。
作

詞
相
馬
御
風
、
作
曲
の
大
和
田
愛
羅
が
独
唱
。

η

前
掲
N
b
・

Ha。

間
関
徹
『
新
潟
県
音
楽
文
化
資
料
明
治
・
大
正
・
昭
和
』

越
書
房
h
c
H
o
b－
s
b
h
s
h
ω

ヘ
吋
少
∞
担
当
、
三
。
三
N
2
N
U

（
著
者
罫
線
引
）
。

一
九
二
一
二
（
大
正
十
二
）
年
二
・
一
小
千
谷
高
女
第
一
回
音
楽
演
奏
会
。

狩
野
虞
一
（
新
潟
高
女
）
、
若
林
孫
次
（
長
岡
高
女
）
、
中
越
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
会

員
吉
津
実
の
各
氏
出
演
。
六
・
二
新
潟
毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
民
衆
的
音
楽

演
奏
会
」
（
こ
れ
が
当
日
の
音
楽
会
の
タ
イ
ト
ル
）
。
長
岡
座
。
出
演
上
田
友
亀
、

大
和
田
愛
羅
、
小
出
浩
平
、
（
略
）
。
十
了
二
十
五
小
千
谷
高
女
第
二
回
音

楽
演
奏
会
。

一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
一
・
二
十
三
小
千
谷
高
女
第
三
回
音
楽

演
奏
会
。

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
十
・
二
十
二
新
津
高
女
卒
業
生
有
志
の
秋

葉
音
楽
同
好
会
主
催
第
一
回
演
奏
会
。
富
士
館
。
主
演
は
塚
田
花
子
、
田
中
信

太
郎
、
大
和
田
愛
羅
、
氏
家
滋
子
。
十
了
十
四
小
千
谷
高
女
音
楽
会
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
十
一
・
十
五
小
千
谷
高
女
音
楽
会
。

一
九
二
八
（
昭
和
一
二
）
年
十
・
二
十
八
小
千
谷
高
女
御
大
典
記
念
音
楽
演

奏
会
。
出
演
大
和
田
愛
羅
。

一
九
三

O
（
昭
和
五
）
年
十
一
・
十
一
加
茂
高
女
新
校
舎
落
成
記
念
音

楽
演
奏
会
。
出
演
大
和
田
愛
羅
、
塚
田
花
子
、
田
中
宏
、
小
出
政
子
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二
・
二
十
一
新
発
田
校
、
作
曲
者
大
和
田
愛

羅
を
迎
え
て
校
歌
制
定
式
。
御
免
町
校
舎
。

戸

h
d

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
ま
と
め
る
と
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。

（
ア
）
大
和
田
愛
羅
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
小
千
谷
高
等
女
学
校
を
訪
れ
、

「
御
大
典
記
念
音
楽
演
奏
会
」
に
出
演
し
て
い
る
。
（
イ
）
小
千
谷
高
等
女
学
校
は

一
九
二
八
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
一
日
に
県
立
移
管
さ
れ
、
校
歌
制
定
の
気
運
が
高

ま
る
。
（
ウ
）
小
千
谷
高
等
女
学
校
は
時
を
経
ず
し
て
二
曲
の
校
歌
（
「
昭
和
一
二
年

｜
昭
和
八
年
（
採
譜
南
雲
充
）
」
、
「
昭
和
八
年
（
作
詞
平
野
秀
吉
、
作
曲
大
和
田



愛
羅
）
」
）
が
存
在
す
る
。
（
エ
）
関
徹
が
著
書
『
人
生
歌
に
関
、
ず
｜
谷
高
歌
物
語
』

で
「
こ
の
二
つ
の
校
歌
”
の
メ
ロ
デ
ィ
は
同
じ
に
聞
こ
え
る
」
と
感
想
を
述
べ
て

お
り
、
「
昭
和
三
年
｜
昭
和
八
年
（
採
譜
南
雲
充
）
」
と
「
昭
和
八
年
（
作
詞
平
野

秀
吉
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
こ
の
校
歌
は
い
ず
れ
も
大
和
田
愛
羅
の
作
曲
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
四
点
か
ら
小
千
谷
高
等
女
学
校
に
お
け
る
校
歌
制
定
の
過
程
は
、
次
の
よ

う
に
推
察
で
き
る
（
図
1
）。

小
千
谷
高
等
女
学
校
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
一
日
に
県
立
移
管
さ
れ
、

校
歌
制
定
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
同
年
十
月
二
十
八
日
、
同
校
で
開
催
さ
れ
た
御

大
典
記
念
音
楽
演
奏
会
に
大
和
田
愛
羅
が
出
演
し
、
そ
れ
が
縁
と
な
り
、
最
初
の

校
歌
、
す
な
わ
ち
「
昭
和
三
年
｜
昭
和
八
年
（
採
譜
南
雲
充
こ
が
制
定
さ
れ
た
。

作
詞
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
作
曲
者
は
大
和
田
愛
羅
で
あ
る
。
ご
の
と
き
の
校
長

は
三
代
目
の
森
田
寓
吉
で
あ
り
、
課
題
の
多
い
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
十
二

月
七
日
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月
三
十
日
ま
で
校
長
を
務
め
、
そ
の
在

任
期
間
は
三
年
四
ヶ
月
間
加
。
そ
の
後
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
十
九
日

に
「
高
等
女
学
校
、
移
東
決
定
」
し
泊
、
同
年
三
月
三
十
一
日
に
斎
藤
秀
平
が
就

任
す
る
と
、
新
し
い
校
歌
の
制
定
が
必
要
と
な
り
、
「
昭
和
三
一
年
｜
昭
和
八
年
（
採

譜
南
雲
充
）
」
の
校
歌
の
歌
調
の
み
を
変
更
し
、
新
し
い
校
歌
「
昭
和
八
年
（
作

詞
平
野
秀
吉
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
）
」
が
制
定
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

平
野
秀
吉
が
作
調
し
た
校
歌
の
大
半
は
高
田
師
範
学
校
の
音
楽
教
員
が
作
曲
し
て

お
り
、
校
歌
を
依
頼
し
た
斎
藤
秀
平
も
高
田
師
範
学
校
か
ら
異
動
し
て
き
た
こ
と

四
小
千
谷
高
等
女
学
校
校
歌
〔
昭
和
三
年
｜
昭
和
八
年
（
採
譜
南
雲
充
）
〕
と

年
（
作
詞
平
野
秀
吉
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
）
〕
の
二
曲
を
示
す
。

却

前

掲

P
3・8
ω
l
c
c
u
。

幻

前

掲
N
b
・8叶
。

〔
昭
和
八

を
考
え
る
と
、
作
曲
は
高
田
師
範
学
校
の
音
楽
教
員
に
依
頼
す
る
の
が
自
明
の
成

り
行
き
で
あ
る
n
。
曲
が
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
す
で
に
大
和
田
愛
羅
が

音
楽
教
育
界
の
巨
星
で
あ
り
、
歌
詞
の
み
の
変
更
に
と
ど
め
た
方
が
よ
い
と
の
校

長
の
判
断
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

国
大
和
田
愛
羅
の
人
と
な
り

大
和
田
愛
羅
の
人
と
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
略
歴
を
示
し
た
文

章
を
次
に
紹
介
す
る
。
文
章
は
六
編
あ
り
、
出
典
年
代
に
従
っ
て
示
す
と
次
の
と

お
り
と
な
る
。

①
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
二
一
）
年
八
月
十
一
日
発
行
「
明
治
百
年
記
念

潟
県
先
賢
偉
人
展
目
録
」
幻

東
京
音
楽
学
校
声
楽
科
を
出
、
東
京
芸
大
講
師
。
音
楽
教
育
者
と
し
て
活
躍
、

ま
た
合
唱
発
展
の
た
め
に
つ
く
す
。
音
譜
と
音
程
等
の
著
が
あ
る
。

②
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
一
月
二
十
五
日
発
行
『
越
佐
人
物
誌
上

巻ヨ村
上
市
の
出
身
で
、
関
東
合
唱
連
盟
顧
問
で
東
京
芸
術
大
学
講
師
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
八
月
十
一
日
七
十
六
才
で
な
く
な
っ
た
。
『
新
潟
県
年
鑑
』

③
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
五
月
十
五
日
発
行
『
蒲
原
五
十
九
号
ヨ

去
年
十
一
月
七
日
、
村
上
駅
前
虞
場
の
母
子
像
の
あ
っ
た
場
所
に
、
鋲
の 新

円

L
戸

hu

n

前
掲
H

・
s・5
C
1
5品。

ぉ
新
潟
県
美
術
博
物
館
「
明
治
百
年
記
念

博
物
館
・

5
8
b・包。

μ

牧
田
利
平
『
越
佐
人
物
誌
上
巻
』
野
島
出
版
レ
ミ
N
b－
H
S。

ぉ
鈴
木
鐸
三
「
大
和
田
愛
羅
の
記
念
碑
に
つ
い
て
」
、
市
島
キ
ヌ
ら
『
蒲
原
五
十
九
号
』

継
志
会

L
g
y
s・2
1
8喝
さ
（
著
者
罫
線
引
）
。

新
潟
県
先
賢
偉
人
展
目
録
」
新
潟
県
美
術



k黙

入
っ
た
切
符
の
形
を
し
た
黒
御
影
石
の
、
新
し
い
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
駅
の
方
に
面
し
た
側
に
は
稲
葉
修
先
生
の
字
で
、
文
部

省
唱
歌
「
汽
車
」
の
一
番
の
歌
調
が
（
略
）
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
京

の
村
上
郷
友
会
が
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
「
今
は
山
中
、

今
は
浜
」
の
唱
歌
（
略
）
。
「
汽
車
」
の
作
曲
者
が
大
和
田
愛
羅
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
は
誰
も
居
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
（
略
）
。
さ
て
、
大
和
田
愛

羅
で
す
が
、
父
は
大
和
田
虎
太
郎
、
母
は
カ
ツ
と
い
い
ま
す
。
大
和
田
の
家
は

二
両
二
人
扶
侍
で
（
略
）
。
祖
父
清
明
は
じ
め
一
家
は
明
治
御
維
新
後
程
な
く

村
上
を
離
れ
た
よ
う
で
す
。
愛
羅
は
明
治
十
九
年
三
月
二
十
四
日
に
東
京
本
郷

で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
父
は
愛
羅
が
六
歳
の
時
に
二
十
七
歳
の
若
さ
で
仙
台
で

没
し
ま
し
た
。
祖
父
の
勤
め
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
愛
羅
は
新
潟

中
学
校
（
今
の
県
立
新
潟
高
校
）
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
音
楽
学
校
（
今
の
東

京
芸
術
学
校
）
に
入
り
、
更
に
同
校
研
究
科
で
研
さ
ん
を
重
ね
ま
し
た
。
研
究

科
を
卒
え
た
後
、
明
治
四
十
四
年
七
月
に
東
京
府
立
女
子
師
範
学
校
教
諭
兼
東

京
府
立
第
二
高
等
女
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
十
八
年
四
月
に
東
京
第
一

師
範
学
校
教
授
お
と
な
り
ま
し
た
。
終
戦
後
は
東
京
音
楽
学
校
か
ら
東
京
芸
術

大
学
に
職
を
奉
じ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
退
官
し
、
上
野
学
園
音
楽
大

学
教
授
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
明
治
大
学
音
楽
部
や
国
立
音
楽
学
校
な
ど
多
く

の
学
校
や
団
体
に
関
係
し
て
、
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
羅
の

作
曲
し
た
も
の
は
、
実
に
百
余
曲
の
多
く
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
声
楽
家
で
し

た
の
で
、
い
ず
れ
も
歌
い
易
い
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
が
「
汽
車
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
石
丸
昌
一
の
「
ぼ
く
の

作
っ
た
飛
行
機
」
・
西
候
八
十
「
い
も
む
し
ご
ろ
ご
ろ
」
・
西
候
八
十
「
白
帆
」
・

26 

教
諭
が
正
し
い
。

A
B
2
3
3一

i
i下

山
崎
睦
子
「
願
ひ
」
な
ど
で
す
。
ま
た
校
歌
の
作
曲
も
多
く
、
村
上
小
学
校

（
本
町
校
）
や
、
母
校
の
県
立
新
潟
中
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
愛
羅
は
昭
和

三
十
七
年
八
月
十
一
日
に
東
京
で
没
し
、
遺
骨
は
菩
提
寺
の
村
上
市
塩
町
の
安

泰
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
七
才
で
し
た
。
愛
羅
は
東
京
生
ま
れ
だ

か
ら
、
故
郷
は
東
京
だ
な
ど
と
云
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
大
和
田
家
の
本
籍
は

今
も
村
上
に
あ
り
、
村
上
鮭
産
育
養
所
が
三
面
川
で
鮭
漁
業
を
や
っ
て
い
た
戦

争
直
後
迄
は
、
鮭
の
配
当
を
受
け
て
い
ま
し
た
か
ら
、
愛
羅
は
村
上
の
言
葉
で

云
え
ば
「
鮭
の
子
」
に
な
り
ま
す
。
（
村
上
郷
土
研
究
グ
ル
ー
プ
幹
事
）

④
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
三
月
三
十
一
日
発
行
『
村
上
市
史
資
料
編
9

近
現
代
六
教
育
文
化
人
物
編
ヲ

大
和
田
愛
羅
（
音
楽
家
）
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
二
十
四
日
、

東
京
市
牛
込
区
（
東
京
都
新
宿
区
）
下
宮
北
町
に
大
和
田
虎
太
郎
の
長
男
と
し

て
出
生
。
祖
父
清
晴
は
村
上
藩
士
で
、
村
上
本
町
一
六
五
七
番
地
（
村
上
市
庄

内
町
）
に
住
ん
で
い
た
が
、
明
治
維
新
後
、
村
上
を
去
り
新
潟
に
移
転
す
る
。

熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
東
仲
通
教
会
の
牧
師
で
あ
り
、
医
師
と
し
て
教
会

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
。
父
は
陸
軍
軍
医
で
あ
っ
た
が
二
八
歳
で
夫
折
し
た
。

愛
羅
は
新
潟
師
範
学
校
付
属
小
学
校
か
ら
新
潟
県
中
学
校
（
現
・
県
立
新
潟
高

等
学
校
）
に
入
学
。
小
田
竜
太
と
同
期
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
O
五）

三
月
卒
業
。
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
本
科
声
楽
科
に
入
学
、

更
に
研
究
科
に
進
み
、
同
四
十
四
年
三
月
卒
業
。
東
京
府
立
女
子
師
範
学
校
兼

府
立
第
二
高
等
女
学
校
の
教
諭
と
な
る
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
一
二
）
四
月
、

幻
村
上
市
『
村
上
市
史
資
料
編
9
近
現
代
六

村
上
市
い

S
N
b・8
N
（
著
者
罫
線
引
）
。

教
育
文
化
人
物
編
』



東
京
第
一
師
範
学
校
教
授
ぉ
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
傍
ら
同
志
と
四
部
合
奏
団
を

作
り
、
音
楽
の
普
及
に
尽
－
拝
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
東
京
芸
術
大
学
に

奉
職
し
、
一
方
関
東
合
唱
連
盟
顧
問
や
全
国
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員

を
勤
め
る
。
昭
和
二
十
六
年
退
官
、
上
野
学
園
芸
術
大
学
の
教
授
と
な
り
、
ま

た
明
治
大
学
・
慈
恵
医
大
・
国
立
音
楽
学
校
・
東
洋
音
楽
学
校
そ
の
他
い
く
つ

か
の
学
校
の
音
楽
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
昭
和
一
二
十
七
年
（
一
九
六
二
）
八
月

十
一
日
没
。
享
年
七
七
。
愛
羅
の
作
曲
集
に
は
百
四
曲
が
載
っ
て
い
る
が
、
中

に
は
村
上
尋
常
高
等
小
学
校
校
歌
（
作
詞
相
馬
御
風
）
、
新
潟
中
学
校
校
歌
（
作

詞
相
馬
御
風
）
、
新
潟
高
等
学
校
校
歌
（
作
詞
堀
口
大
学
）
外
い
く
つ
か
の
学

校
の
校
歌
や
ま
た
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
に
「
叱
ら
れ
て
」
（
作
詞
前
回
花
）
「
タ

や
け
小
や
け
」
「
白
帆
」
（
作
詞
西
条
八
十
）
「
汽
車
」
（
文
部
省
唱
歌
）
な
ど
が

入
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
、
結
成
百
周
年
記
念
と
し
て
、
東
京
村
上
郷
友

会
の
発
意
に
よ
り
、
村
上
駅
前
広
場
に
「
汽
車
」
の
歌
詞
を
刻
ん
だ
碑
が
建
て

ら
れ
、
愛
羅
の
曽
孫
に
当
た
る
大
和
田
景
子
の
子
に
よ
っ
て
除
幕
が
行
わ
れ
た
。

著
書
、
「
中
等
教
育
女
子
新
音
楽
』
（
昭
和
八
年
、
盛
林
堂
書
店
）
、
『
新
進
音
楽

教
本
』
（
昭
和
十
三
年
、
盛
林
堂
書
店
）
外
。
（
『
越
佐
人
物
誌
』
「
お
城
山
だ
よ

り
』
陥
ロ
、
「
村
上
新
聞
」
昭
和
三
七
・
八
・
二
八
、
「
新
潟
高
等
学
校
東
京
都

大
和
田
浩
氏
提
供
資
料
」
）

⑤

二

O
O
六
（
平
成
十
八
）
年
六
月
二
十
日
発
行
『
鮭
の
子
も
の
が
た
り
1

歴
史
に
残
る
人
々

1
3

内
容
は
前
記
④
を
大
部
分
引
用
し
て
い
る
た
め
省
略
す
る
。

ぉ
教
諭
が
正
し
い
。

ぬ
村
上
城
跡
保
存
育
英
会
『
鮭
の
子
も
の
が
た
り
1
歴
史
に
残
る
人
々
1
』

村
上
市
ゆ
N
o
g－
3
・2
1
S。

⑥

二

O
O
六
（
平
成
十
八
）
年
発
行
『
大
和
田
愛
羅
（
一
八
八
六

1

一
九
六
二
）
』
初

大
和
田
愛
羅
は
明
治
十
九
年
三
月
二
十
四
日
、
村
上
出
身
の
医
師
大
和
田
虎

太
郎
の
長
男
と
し
て
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
・
清
晴
は
旧

村
上
藩
士
。
明
治
二
十
四
年
、
父
・
虎
太
郎
が
急
逝
。
そ
の
後
、
母
・
カ
ツ
と

幼
い
三
人
の
姉
妹
と
共
に
新
潟
市
の
祖
父
・
清
晴
の
元
で
中
学
校
卒
業
ま
で

を
過
ご
す
。
祖
父
の
清
晴
は
、
新
潟
の
教
会
の
牧
師
兼
医
師
で
あ
り
、
愛
羅
の

音
楽
の
素
養
は
こ
の
教
会
音
楽
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治

三
十
八
年
旧
制
新
潟
中
学
（
現
新
潟
高
校
）
卒
業
後
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
東

京
事
術
大
学
）
声
楽
科
へ
入
学
。
明
治
四
十
二
年
、
同
校
卒
業
後
も
更
に
研

究
科
へ
と
進
み
、
専
門
の
声
楽
（
独
唱
）
の
ほ
か
に
合
唱
、
作
曲
、
チ
エ
ロ
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
修
学
す
る
。
明
治
四
十
四
年
、
東
京
音
楽
学
校
研
究
科
終

了
目
。
そ
の
後
、
東
京
府
女
子
師
範
学
校
（
現
東
京
学
芸
大
学
）
、
東
京
府
立

第
二
高
等
女
学
校
（
現
東
京
都
立
竹
早
高
等
学
校
）
で
教
鞭
を
と
り
、
教
育
音

楽
の
道
を
歩
む
。
以
降
、
昭
和
二
十
一
年
ま
で
の
一
二
十
余
年
問
、
教
職
を
通
し

て
教
育
音
楽
、
と
り
わ
け
合
唱
の
普
及
に
活
躍
す
る
。
明
治
四
十
五
年
（
大
正

元
年
）
に
は
愛
羅
作
曲
の
「
汽
車
」
（
乙
骨
三
郎
作
詞
）
が
文
部
省
唱
歌
に
入

選
す
る
。
そ
の
後
も
「
荷
車
」
「
飛
行
機
の
夢
」
な
ど
の
愛
羅
作
曲
の
作
品
が

児
童
唱
歌
（
の
ち
の
幼
年
唱
歌
）
に
採
用
さ
れ
る
。
大
正
二
年
、
東
京
音
楽
学

校
の
思
師
で
「
早
春
賦
」
の
作
詞
で
知
ら
れ
る
吉
丸
一
昌
教
授
の
媒
酌
に
よ
り

初
村
上
歴
史
文
化
館
『
大
和
田
愛
羅
（
一
八
八
六
1
一
九
六
二
）
』
村
上
歴
史
文
化

館咽
N
o
s
h
古
（
著
者
罫
線
引
）
。
こ
れ
は
「
大
和
田
愛
羅
唱
歌
祭
」
が
行
わ
れ
た
二
O
O
六

（
平
成
十
八
）
年
九
月
十
八
日
前
後
に
作
成
さ
れ
た
、
同
館
の
展
示
・
配
布
資
料
で
あ
る
〔
副

館
長
の
板
垣
慎
一
氏
の
証
言
に
よ
る
〕
。

目
修
了
が
正
し
い
。



新
潟
県
新
発
田
市
出
身
の
坪
川
き
く
と
結
婚
、
四
男
一
女
を
儲
け
る
。
大
正
四

年
、
小
松
耕
輔
（
ピ
ア
ノ
）
、
東
儀
哲
三
郎
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
愛
羅
（
チ
ェ
ロ
）

の
三
人
が
発
起
人
と
な
り
、
「
音
楽
普
及
会
」
を
結
成
。
大
正
八
年
ま
で
各
地

で
の
演
奏
会
を
通
し
て
西
洋
音
楽
の
普
及
に
努
め
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
一
年

に
東
京
混
声
合
唱
団
理
事
に
、
昭
和
五
年
に
文
部
省
唱
歌
の
編
集
機
関
で
あ
る

日
本
教
育
音
楽
協
会
員
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
。
昭
和
十
一
年
に
は
愛
羅
作
曲
の

「
願
い
」
（
山
沢
睦
子
作
詞
）
が
国
民
歌
話
入
選
を
果
た
す
。
数
多
く
の
合
唱
団

を
編
成
・
指
揮
し
、
精
力
的
に
合
唱
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
頃
か

ら
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
、
国
民
音
楽
協
会
役
員
に
就
任
。
昭
和
二
十
一
年
、

長
き
に
わ
た
り
勤
め
た
東
京
府
女
子
師
範
学
校
、
東
京
府
立
第
二
高
等
女
学
校

を
退
職
す
る
が
、
そ
の
後
も
上
野
学
園
大
学
、
東
京
璽
術
大
学
な
ど
多
く
の
学

府
に
迎
え
ら
れ
、
教
育
音
楽
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
八

月
十
一
日
、
脳
梗
塞
に
よ
り
永
眠
。
享
年
七
十
六
歳
。
墓
所
は
村
上
市
塩
町
の

安
泰
寺
。
そ
の
生
涯
で
作
曲
し
た
数
は
一
五
O
曲
以
上
で
、
当
時
の
文
部
省
選

定
教
科
書
で
あ
る
「
中
等
教
育
女
子
新
音
楽
」
な
ど
も
著
し
て
い
る
。
大
変
な

人
情
家
で
、
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
て
淋
し
い
思
い
を
味
わ
っ
た
せ
い
か
、
親

戚
・
友
人
な
ど
大
勢
を
自
宅
や
避
暑
地
に
集
め
て
賑
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
好

き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
狩
猟
・
投
網
が
趣
昧
で
、
捕
れ
た
鳥
、
魚
も
自
ら
調
理

す
る
好
き
嫌
い
の
な
い
健
峡
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
酒
も
よ
く
噌
み
、
酔
う
ほ

ど
に
「
江
差
追
分
」
「
佐
渡
お
け
さ
」
を
明
る
く
歌
わ
れ
た
と
い
う
。
明
る
い

酒
で
あ
っ
た
。
｜
愛
羅
作
曲
の
お
も
な
楽
曲
l

汽
車
（
乙
骨
三
郎
）
、
白
帆

（
西
条
八
十
）
、
夜
更
け
（
堀
口
元
）
、
沼
べ
り
（
北
原
白
秋
）
、
夢
の
お
国
（
大

和
田
愛
羅
）
、
蟹
と
海
鼠
（
吉
丸
一
昌
）
、
村
上
本
町
尋
常
高
等
小
学
校
校
歌
（
相

馬
御
風
）
、
旧
制
新
潟
中
学
校
校
歌
（
相
馬
御
風
）
、
新
潟
高
等
学
校
校
歌
（
堀

口
大
学
）
、
新
潟
商
業
学
校
校
歌
（
相
馬
御
風
）
、
（
）
は
作
詞
者
。
本
文
資

料
提
供
者
大
和
田
清
桂
暢
生

桂
幸
子
（
敬
称
略

順
不
同
）
。

以
上
の
③
1
⑥
の
記
載
内
容
の
検
証
か
ら
、
大
和
田
愛
羅
の
人
と
な
り
に
つ
い

て
論
証
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
六
点
。

（
ア
）
祖
父
の
名
前
に
つ
い
て
。
③
は
「
清
明
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
④
と
⑥
は
「
清

晴
」
。
村
上
歴
史
文
化
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
大
和
田
愛
羅
の
戸
籍
抄
本
に
よ
る

と
、
「
前
戸
主
大
和
田
清
晴
」
「
父
大
和
田
虎
太
郎
母
カ
ツ
長
男
」
と

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
祖
父
の
名
前
は
「
清
晴
」
が
正
し
い
。

（
イ
）
大
和
田
愛
羅
が
昭
和
二
十
六
年
に
退
官
し
た
後
に
、
教
授
に
就
任
し
た
大

学
等
の
名
称
に
つ
い
て
。
③
は
「
上
野
学
園
音
楽
大
学
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
④

は
「
上
野
学
園
芸
術
大
学
」
、
⑥
は
「
上
野
学
園
大
学
」
と
あ
る
。
上
野
学
園

大
学
の
沿
革
に
よ
れ
ば
位
、
大
和
田
愛
羅
が
退
官
し
た
の
が
一
九
五
四
（
昭
和

二
十
六
）
年
三
月
だ
と
す
る
と
、
そ
の
二
年
前
の
「
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
四
）

年
四
月
」
に
「
上
野
学
園
短
期
大
学
音
楽
科
」
を
設
置
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

大
和
田
愛
羅
が
東
京
芸
術
大
学
を
退
官
し
た
後
に
就
任
し
た
大
学
等
は
、
上
野
学

園
短
期
大
学
音
楽
科
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
退
官
の
二
年
後
の
「
一
九
五
六
（
昭

和
二
十
八
）
年
四
月
」
に
「
上
野
学
園
大
学
音
楽
部
」
設
置
と
あ
る
た
め
、
大
和

田
は
大
学
設
置
に
と
も
な
い
短
期
大
学
か
ら
大
学
に
移
籍
し
た
こ
と
も
推
察
で
き

す
令
。

－hd
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（
ウ
）
「
汽
車
」
の
碑
の
建
立
年
に
つ
い
て
（
図
2
）
。
③
は
「
昨
年
十
一
月
七
日
」

と
あ
り
、
出
版
年
を
考
慮
す
る
と
ご
九
八

O
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
一
月
七
日
」
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と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
④
は
「
昭
和
五
十
七
年
ぉ
」
と
あ
り
③
と
記
載
が
異
な

る
。
東
京
村
上
郷
友
会
の
沿
革
に
よ
れ
ば
そ
「
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
創
立

一
O
O周
年
記
念
と
し
て
、
村
上
市
出
身
者
大
和
田
愛
羅
氏
作
曲
「
汽
車
」
の
碑

を
村
上
駅
前
に
建
立
、
村
上
市
ヘ
寄
贈
し
、
村
上
市
民
会
館
に
て
記
念
式
典
を
行

う
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
碑
の
建
立
は
「
一
九
八

O
（
昭
和
五
十
五
）
年

十
一
月
七
日
」
が
正
し
い
。

（
エ
）
大
和
田
愛
羅
の
墓
所
に
つ
い
て
。
③
と
⑥
と
も
「
安
泰
寺
」
と
あ
る
。
正

式
に
は
「
臨
済
宗
妙
心
寺
派
護
国
山
安
泰
寺
」
が
正
し
い
。
墓
碑
の
正
面
は
「
大

和
田
家
之
墓
」
、
側
面
は
「
昭
和
二
年
ぉ
一
二
月
建
立
大
和
田
愛
羅
」
と
あ
り
、

愛
羅
四
十
一
歳
の
と
き
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
3
、図
4
）。

（
オ
）
新
潟
県
内
の
校
歌
の
作
曲
状
況
に
つ
い
て
。
新
潟
市
内
の
小
学
校
一
二
校
お

と
高
等
学
校
二
校
の
校
歌
を
作
曲
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
年
代
に
従
っ
て
示

す
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。
（
一
）
新
潟
市
立
湊
小
学
校
校
歌
〔
一
九
二
二
（
大

正
十
一
）
年
十
二
月
制
定
、
作
詞
相
馬
御
風
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
〕

0

（
二
）
新
潟

市
立
栄
小
学
校
校
歌
〔
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
十
月
制
定
、
作
詞
相
馬
御
風
、

作
曲
大
和
田
愛
羅
〕

0

（
三
）
新
潟
市
立
山
潟
小
学
校
校
歌
〔
一
九
四

O
（
昭
和

十
五
）
年
六
月
三
十
日
制
定
、
作
詞
大
塚
義
明
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
〕
。
（
四
）
旧

制
新
潟
県
立
新
潟
商
業
学
校
（
新
潟
県
立
新
潟
商
業
高
等
学
校
）
校
歌
〔
一
九
二
二

ぉ
西
暦
一
九
八
二
年
o

u

東
京
村
上
市
郷
友
会
事
務
局
「
東
京
村
上
市
郷
友
会
の
あ
ゆ
み
」
、
『
東
京
村
上
市
郷

友
会
』
一
宮
菅
＼
＼
耳
若
者
－
B
E
E
E
E
N
H
・2
5＼
E
Z
E
E
E＼
白
百
E
－Z

E
（

N
E。
＼
∞
＼
同
閲
覧
）

ぉ
西
暦
一
九
二
七
年
。

ぉ
新
潟
市
義
務
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
「
新
潟
市
立
学
校
沿
革
略
誌
』
新
潟
市
教
育
委

日只
A
一品温］戸。。
HbH）・。。
hvFHhHmo

（
大
正
十
一
）
年
一
二
月
十
日
制
定
、
作
詞
相
馬
御
風
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
〕
U
o

（五）

旧
制
新
潟
県
立
新
潟
中
学
校
（
新
潟
県
立
新
潟
高
等
学
校
）
校
歌
〔
一
九
二
二
（
大

正
十
一
）
年
七
月
一
日
制
定
、
作
調
相
馬
御
風
、
作
曲
大
和
田
愛
羅
〕
お
o

こ
の

他
に
も
村
上
本
町
尋
常
高
等
小
学
校
校
歌
や
新
発
田
市
立
赤
谷
小
学
校
校
歌
な
ど

が
あ
る
。

（
カ
）
山
田
耕
筰
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
『
東
京
音
楽
事
校
一
覧
従
大
正
二
年

至
大
正
三
年
』
に
よ
る
と
ぞ
大
和
田
愛
羅
は
「
聾
楽
部
明
治
四
十
二
年
ω
一二

月
卒
業
」
の
欄
に
「
東
京
女
子
師
範
事
校
教
諭
兼
東
京
府
立
第
二
高
等
学
校
女
皐

校
教
諭
本
校
教
務
嘱
託
大
和
田
愛
羅
新
潟
士
族
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
同
期

の
卒
業
生
は
「
小
倉
す
ゑ
福
島
平
民
」
「
元
安
東
太
田
恒
長
野
華
族
」
の

二
名
が
い
る
。
ま
た
大
和
田
の
一
年
前
、
す
な
わ
ち
「
撃
楽
部
明
治
四
十
一

年
制
三
月
卒
業
」
の
欄
に
「
濁
園
留
皐
山
田
耕
作
大
阪
平
民
」
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
同
期
卒
業
生
は
「
私
立
日
本
女
子
大
事
校
附
属
高
等
女
皐
校
教
諭

東
京
平
民
」
の
一
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
和
田
愛
羅

n
h
u
 

伊
藤
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旧
制
新
潟
商
業
学
校
の
校
歌
は
「
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一
二
月
十
日
、
（
略
）
制
定
式
」

あ
り
。
「
作
曲
の
大
和
田
愛
羅
が
独
唱
」
〔
関
徹
『
新
潟
県
音
楽
文
化
資
料
明
治
・
大
正
・

昭
和
』
越
書
房
h
O
H
O－匂・

8
0〕。

ぉ
旧
制
新
潟
中
学
校
の
校
歌
は
「
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
七
月
一
日
、
新
講
堂
に

於
い
て
」
行
わ
れ
た
「
創
立
三
十
周
年
記
念
式
並
び
に
、
改
築
落
成
式
及
び
勤
続
職
員
表

彰
式
」
の
式
典
閉
式
時
に
職
員
生
徒
が
合
唱
し
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
作
ら
れ
た
歌
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
い
ま
な
お
歌
わ
れ
る
『
玲
瀧
の
天
』
」
で
あ
り
、
「
作
詞
は
相
馬
御
風
、
作

曲
は
大
和
田
愛
羅
（
十
二
回
）
に
依
頼
」
し
た
〔
新
潟
県
立
新
潟
高
等
学
校
「
青
山
百
年
史
」

新
潟
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
実
行
委
員
会
い
宰
「
3
・5
U
H
2
0
〕。

拘
束
京
音
楽
事
校
『
東
京
音
楽
事
校
一
覧
従
大
正
二
年
至
大
正
三
年
』
東
京
音
楽

島
ナ
赫
F
］戸市
VHω
七回｝・
H
N
F
H
N
∞。
HU
∞。

ω

西
暦
一
九
O
九
年
。

日
西
暦
一
九
O
八
年
。



は
戸
楽
部
出
身
で
、
岡
部
の
一
年
先
輩
に
は
山
田
耕
符
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
大
和
田
は
研
究
科
も
修
了
し
て
お
り
、
「
明
治
四
十
四

年
位
三
月
二
十
五
日
修
了
」
の
欄
に
「
葺
巣
大
和
田
愛
羅
新
潟
士
族
」
と
あ

る
。
ま
た
一
年
前
の
「
明
治
四
十
五
年
P
二
月
二
十
五
日
修
了
」
の
欄
に
は
「
セ

信
時
潔
大
阪
士
族
」
の
名
も
み
え
る
。

ロ五
．
平
野
秀
吉
と
斎
藤
秀
平

小
千
谷
市
民
の
多
く
は
「
昭
和
八
年
八
月
よ
り
進
め
て
い
た
新
校
舎
の
工
事

が
完
了
、
昭
和
九
年
五
月
十
日
」
叫
に
、
小
和
田
毅
夫
校
長
（
皇
太
子
妃
雅
子
様

の
祖
父
）
が
引
っ
越
し
作
業
の
陣
頭
指
揮
に
立
ち
、
新
校
舎
竣
工
式
と
記
念
行

事
を
主
導
し
た
た
め
、
校
歌
制
定
も
小
和
田
毅
夫
が
行
っ
た
と
考
え
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
校
歌
制
定
時
、
す
な
わ
ち
一
九
三
一
二
（
昭
和
八
）
年
時
の
校
長
は

斎
藤
秀
平
で
あ
り
、
在
任
期
間
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
三
十
一
日
か
ら

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
二
年
間
。
斎
藤
秀
平
の
略
歴
を
示

し
た
文
章
は
数
編
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
六
編
に
つ
い
て
出
典
年
代

に
従
っ
て
示
す
。

①
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
二
十
五
日
発
行
『
越
佐
名
士
録
コ

新
潟
市
一
番
堀
通
官
舎
。
本
牒
文
七
郎
氏
長
男
、
明
治
十
七
年
五
月
八
日
北

蒲
原
郡
中
保
町
に
生
る
。
同
四
十
年
高
田
師
範
卒
業
、
滋
賀
、
高
田
各
師
範
教

諭
、
小
千
谷
高
女
事
校
長
を
経
て
、
昭
和
九
年
中
野
財
圏
新
潟
郷
土
博
物
館
長
、

牒
史
編
纂
主
任
と
し
て
令
名
が
あ
る
。
「
吉
野
朝
に
於
け
る
越
後
勤
王
黛
」
の

45 44 43 42 

西
暦
一
九
二
年
。

西
暦
一
九
一
二
年
。

前
掲
N

b

ヲ
コ
∞
i

口。。

坂
井
新
三
郎
『
越
佐
名
士
録
』
坂
井
新
三
郎
・
5
8
b・呂
ω
。

著
あ
り
。
正
六
位
。
趣
味
古
文
書
、
石
器
時
代
遺
物
。

②
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
二
月
一
日
発
行
『
越
・
佐
傑
人
譜
コ

正
六
位
中
野
財
園
新
潟
郷
土
博
物
館
長
牒
史
編
纂
主
任
新
潟
市
一
番

堀
通
官
通
官
舎
電
三
一
三
四
二
。

明
治
十
七
年
五
月
八
日
本
牒
の
奮
家
斎
藤
文
七
郎
の
長
男
と
し
て
北
蒲
原
郡

中
保
町
に
於
て
生
れ
後
家
督
を
嗣
ぐ
。
長
じ
て
高
田
師
範
皐
校
に
皐
び
同
四
十

年
之
を
卒
業
、
直
ち
に
教
育
界
の
人
と
な
り
滋
賀
師
範
皐
校
高
田
師
範
皐
校
の

各
教
諭
に
任
じ
、
専
心
教
育
者
の
緬
養
に
努
め
小
千
谷
高
等
皐
校
長
に
就
任
し
、

篤
賓
温
厚
な
る
其
の
人
格
を
畏
敬
さ
れ
た
り
。
さ
ら
に
昭
和
九
年
中
野
財
園
新

潟
郷
土
博
物
館
長
に
推
さ
れ
牒
史
編
纂
主
任
と
し
て
、
虞
汎
な
る
事
識
と
深
遠

な
る
造
詣
と
を
謡
は
る
。
常
に
虞
撃
な
る
研
究
心
を
保
持
し
古
文
書
、
石
器
時

代
遺
物
古
墓
の
研
究
家
と
し
て
偉
名
を
馳
す
。
宗
教
は
梓
宗
た
り
。
【
家
庭
｝

妻
遺
子
（
明
二

O
）
本
牒
小
原
又
四
郎
長
女
新
潟
女
工
事
卒
長
男
秀
夫
（
明

四
四
）
高
田
師
範
卒
長
女
晴
子
（
大
七
）
新
潟
高
女
高
等
科
卒
二
男
敏
文

（大一

O
）
新
潟
中
在
三
男
隆
英
（
大
一
五
）
。

③
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
二
月
二
十
五
日
発
行
『
新
潟
県
史
上
杉

時
代
篇
（
上
巻
）
』
U

著
者
の
略
歴
。
私
の
生
れ
は
明
治
十
七
年
十
月
三
十
日
で
、
こ
の
時
、
外
祖

松
本
俊
平
翁
（
号
を
碧
水
老
人
と
い
っ
た
）
は
嬉
ん
で
名

w

つ
く
る
に
秀
平
と
し
、

そ
の
将
来
を
卜
し
て
、
秀
而
不
実
者
有
突
夫
（
ヒ
イ
デ
テ
ミ
ノ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア

ル
カ
）
と
書
き
与
え
ら
れ
た
。

円

i
F
同
U

“
日
本
風
土
民
族
協
曾
「
越
・
佐
傑
人
譜
』
日
本
風
土
民
族
協
曾
い
お
∞
忌
y
N
h
l
N
U
。

U

斎
藤
秀
平
『
新
潟
県
史
上
杉
時
代
篇
（
上
巻
）
』
野
島
出
版
L
S
Y
3・h
E
l
b
u
（著

者
罫
線
引
）
。



然
し
生
来
愚
鈍
な
私
は
、
何
の
為
す
と
こ
ろ
も
な
く
、
時
々
と
し
て
日
を
送

り
、
遂
に
高
田
師
範
学
校
ヘ
入
学
し
て
、
明
治
四
十
年
三
月
三
十
一
日
、
同
校

を
卒
業
し
、
同
日
、
古
志
郡
朽
堀
尋
常
高
等
小
学
校
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に

南
蒲
原
郡
見
附
町
見
附
尋
常
高
等
小
学
校
や
、
北
蒲
原
郡
中
条
尋
常
高
等
小
学

校
に
転
じ
、
又
更
に
大
正
六
年
十
二
月
に
至
り
、
滋
賀
県
師
範
学
校
地
理
科
主

任
教
諭
兼
滋
賀
県
立
膳
所
中
学
校
教
諭
と
な
っ
た
。

此
時
、
令
名
一
世
に
高
か
っ
た
新
井
石
禅
禅
師
に
参
し
て
、
座
右
銘
を
乞
う

た
が
、
禅
師
は
、

克
忠
克
孝
能
修
其
学
惟
信
惟
義
能
尽
其
職

堅
忍
自
彊
能
守
其
志
至
誠
寛
怒
能
成
其
徳

護
国
石
禅
布
袖

と
書
き
与
え
ら
れ
た
。
白
来
こ
の
語
を
以
て
、
白
誠
と
し
た
。

夫
れ
か
ら
大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
、
高
田
師
範
学
校
教
諭
兼
舎
監
長

と
な
り
、
昭
和
七
年
三
月
三
十
一
日
、
新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
長
と
な

り
、
更
に
昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日
、
新
潟
郷
土
博
物
館
長
に
転
じ
、
同
二
十

年
三
月
三
十
一
日
、
同
館
廃
止
の
た
め
自
然
退
職
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
に
至
り
、
公
選
で
新
潟
県
教
育
委
員
と
な
っ
た
が
、
昭

和
一
二
十
一
年
に
教
育
委
員
会
が
推
薦
制
に
改
め
ら
れ
る
に
至
り
、
自
然
解
任
と

な
り
以
て
今
日
に
及
ん
だ
。

本
年
十
月
二
十
五
日
は
亡
父
の
三
十
三
回
忌
に
当
り
、
文
同
月
二
十
六
日
は

亡
母
の
十
七
回
忌
に
当
る
の
で
、
そ
の
墓
前
に
参
拝
し
て
、

あ
り
し
日
の
父
の
面
影

ゆ
め
み
し
も
の
を

↓
の
ハ
リ
↓
の
h
リ
》
）

夢
に
て
あ
り
し
な

古
反
古
を
と
り
出
し
て
み
れ
ば
亡
き
母
か

寒
さ
い
と
え
よ
児
等
風
ひ
か
す
な
と

と
の
偶
感
を
詠
じ
た
。
尚
私
の
号
の
蘭
汀
に
つ
い
て
は
、
旧
師
佐
藤
謄
斎
先
生

が
左
の
煩
を
与
え
ら
れ
た
。

（略）昭
和
三
十
五
年
十
一
月
吉

惰

流

去

士

蘭

汀

秀

平

④
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
一
月
一
干
五
日
発
行
量
佐
人
物
誌
上
巻
」
必

郷
土
史
家
。
明
治
十
七
年
五
月
八
日
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
で
生
ま
れ
た
。
高

田
師
範
学
卒
業
却
、
栃
尾
市
立
栃
堀
小
学
校
長
と
な
り
文
検
に
合
格
し
滋
賀
賀

師
範
学
校
ω
教
諭
と
し
て
滋
賀
都
跡
を
発
掘
し
た
。
後
高
田
師
範
学
校
教
諭
、

小
千
谷
高
等
女
学
校
長
、
新
潟
郷
土
博
物
館
長
、
県
立
図
書
館
長
、
公
選
に
よ

る
県
教
育
委
員
等
を
歴
任
し
た
。
若
く
し
て
郷
土
史
の
研
究
を
志
し
、
史
料
の

収
集
に
つ
と
め
た
。
昭
和
三
十
四
年
四
月
か
ら
三
十
九
年
九
月
ま
で
に
出
版
さ

れ
た
新
潟
県
史
五
冊
（
鎌
倉
時
代
篇
、
上
杉
時
代
篇
上
下
、
江
戸
時
代
篇
上

下
）
は
、
五
十
年
間
収
集
し
た
史
料
を
も
と
に
し
た
著
述
で
あ
る
。
古
野
朝
日

の
越
後
勤
王
党
（
昭
和
十
一
二
年
）
中
頚
城
郡
誌
四
巻
（
昭
和
十
五
年
九
月
か
ら

十
六
年
九
月
ま
で
）
郷
土
ア
ル
バ
ム
（
昭
和
三
十
二
年
七
月
）
新
潟
県
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
報
告
書
、
本
庄
氏
の
興
亡
等
郷
土
史
関
係
の
著
書
が
多
い
。
昭

和
四
十
一
年
一
月
十
四
日
に
八
十
一
二
才
で
な
く
な
っ
た
。

⑤
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十

月
二
十
五
日
発
行
新
潟
県
県
民
百
科
事
典

一
八
八
四
｜
一
九
六
六
。
考
古
学
者
、
郷
土
史
家
。
北
蒲
原
郡
中
条
町
出
身
。

52 51 50 49 48 

前
掲
N
P
3・ω31色。。

高
田
師
範
学
校
卒
業
が
正
し
い
。

滋
賀
師
範
学
校
が
正
し
い
。

吉
野
朝
が
正
し
い
。

野
島
出
版
編
集
部
『
新
潟
県
県
民
百
科
事
典
」
野
島
出
版
ゆ

5
3
b・ω
Sーさ。。



高
田
師
範
学
校
卒
。
中
等
教
員
検
定
試
験
に
合
格
、
滋
賀
師
範
教
諭
か
ら
高
田

師
範
に
転
任
。
頚
城
地
方
や
県
内
各
地
の
古
墳
、
史
跡
、
遺
跡
を
調
査
研
究
し
、

研
究
会
を
組
織
。
研
究
家
の
養
成
、
研
究
発
表
、
出
土
遺
物
保
管
展
示
等
教
育

活
動
を
通
じ
て
大
い
に
考
古
学
界
を
振
興
し
た
。
新
潟
県
郷
土
博
物
館
長
、
新

潟
県
教
育
委
員
、
新
潟
県
文
化
財
審
議
委
員
な
ど
歴
任
。
新
潟
県
文
化
財
関
係

に
直
接
た
ず
さ
わ
る
や
、
〈
新
潟
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
一
ー
ー

七
巻
〉
（
一
九
二
四
！
一
九
三
四
）
新
潟
県
先
史
時
代
の
編
年
な
ど
画
期
的
な

業
績
を
残
し
、
文
化
財
保
護
や
P
R
に
報
道
機
関
を
通
じ
貢
献
し
た
。
著
書
に

《
新
潟
県
史
V

五
巻
、
《
吉
野
朝
の
越
後
勤
王
党
V

、
〈
中
頚
城
郡
誌
》
等
。
〈
室

岡
博
日
〉

⑥

二

0
0四
（
平
成
十
六
）
年
十
二
月
七
日
発
行
「
郷
土
の
碩
学
百

郷
土
史
家
斎
藤
秀
平
は
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
月
三
十
日
、
北
蒲

中
条
町
で
生
ま
れ
た
。
（
略
）
。
明
治
四
十
年
高
田
師
範
学
校
卒
業
。
古
志
郡
栃

堀
尋
常
小
学
校
を
振
り
出
し
に
、
見
附
小
、
中
条
小
に
勤
務
。
中
等
教
員
検
定

日
室
岡
博
は
渡
辺
慶
一
と
共
著
で
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
『
頚
城
の
良
寛
絵
師

東
洋
越
陳
人
』
と
題
し
た
著
書
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
室
岡
氏
の
経

歴
は
「
明
治
四
十
三
年
五
月
十
八
日
生
。
中
頚
城
郡
柿
崎
町
雁
海
四
三
五
．
高
田
師
範
学

校
専
攻
科
卒
。
栃
尾
市
上
塩
、
長
岡
市
関
原
小
、
柏
崎
市
青
年
学
校
、
柿
崎
中
・
小
学
校

長
（
古
川
町
竹
直
、
名
立
町
、
能
生
町
木
浦
、
磯
部
）
、
高
校
講
師
（
柏
崎
・
柿
崎
・
吉
川
）

0

新
潟
県
考
古
学
会
顧
問
。
町
村
史
編
さ
ん
委
員
〔
妙
高
高
原
町
・
妙
高
村
・
中
郷
村
・
大

潟
町
・
頚
城
村
・
吉
川
町
・
柿
崎
町
（
現
在
編
さ
ん
委
員
長
代
理
）
〕
」
。
こ
の
室
岡
氏
の

経
歴
と
、
斎
藤
秀
平
が
「
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
高
田
師
範
学
校
に
転
任
」
〔
佐
々

木
美
智
子
「
県
考
古
学
研
究
に
寄
与
｜
斎
藤
秀
平
」
、
竹
田
武
英
『
郷
土
の
碩
学
」
新
潟

日
報
事
業
社
h
C
O
K
E
E
N
o
〕
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
推
察
す
る
と
、
室
岡
氏
は
高
田
師

範
学
校
で
斎
藤
秀
平
教
諭
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

U
A

佐
々
木
美
智
子
「
県
考
古
学
研
究
に
寄
与
l
斎
藤
秀
平
」
、
竹
田
武
英
「
郷
土
の
碩
学
』

新
潟
日
報
事
業
社
咽
N
C
E
4
3
・ロ
NiHω
品。

試
験
に
合
格
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
滋
賀
県
に
赴
き
、
師
範
学
校

地
理
科
主
任
・
膳
所
中
学
校
教
諭
を
兼
務
。
こ
こ
で
京
大
の
喜
田
貞
吉
を
は
じ

め
、
著
名
な
歴
史
学
者
・
考
古
学
者
・
古
文
書
学
者
と
出
会
っ
た
（
略
）
。
大

正
十
四
年
高
田
師
範
学
校
に
転
任
。
前
任
地
で
得
た
方
法
を
参
考
に
研
究
会
を

結
成
。
県
内
遺
跡
の
全
面
的
調
査
を
行
っ
て
そ
の
結
果
を
整
理
発
表
し
、
新

潟
県
に
お
け
る
考
古
学
研
究
に
画
期
的
進
展
を
も
た
ら
し
た
。
（
略
）
。
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
、
突
如
小
千
谷
高
等
女
学
校
長
と
な
っ
た
が
、
二
年
後
に

は
教
育
界
を
退
き
、
新
潟
郷
土
博
物
館
長
に
就
任
。
（
略
）
昭
和
二
十
年
三
月
、

博
物
館
の
閉
鎖
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
秀
平
は
県
立
図
書
館
長
、
県
文
化

財
保
護
連
盟
会
長
、
県
教
育
委
員
な
ど
社
会
教
育
や
文
化
行
政
の
面
で
活
躍
し

た
。
（
略
）
考
古
学
の
成
果
は
、
大
正
五
年
か
ら
県
が
遂
次
刊
行
し
た
「
新
潟

県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
に
詳
し
く
（
略
）
。
次
に
郷
土
史
に

お
け
る
足
跡
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
中
頚
城
郡
誌
』
（
昭
和
十
五

l

十
六
年
）
（
略
）
。
「
能
生
谷
村
誌
』
『
安
田
村
誌
』
も
、
そ
の
例
で
あ
る
。
秀
平

に
は
ま
た
中
世
の
郷
土
史
に
関
す
る
著
書
も
多
い
。
（
略
）
「
上
杉
房
定
の
人
物
」

（
昭
和
十
年
）
、
（
略
）
『
本
庄
氏
の
興
亡
」
（
昭
和
十
一
年
）
、
（
略
）
『
新
潟
県
史
要
」

（
昭
和
十
一
年
）
、
（
略
）
『
吉
野
朝
の
越
後
勤
王
党
」
（
昭
和
十
三
年
）
、
（
略
）
「
上

杉
一
房
能
公
」
（
昭
和
一
二
十
二
年
）
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
各
種
の
資
料
を
根
拠
に

展
開
さ
れ
た
県
内
中
世
史
の
正
確
な
一
こ
ま
と
い
え
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
時
代

を
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で
の
全
収
集
資
料
を
駆
使
し
て
、
詳
細
明
確
に
ま
と
め
た

の
が
、
晩
年
の
大
著
『
新
潟
県
史
」
五
巻
（
昭
和
三
十
四
｜
三
十
九
年
）
で
あ

る
。
（
略
）
。
刊
行
中
の
昭
和
三
十
八
年
、
新
潟
日
報
文
化
賞
に
輝
い
た
（
略
）
。

体
調
を
崩
し
な
が
ら
著
述
に
励
ん
だ
秀
平
は
、
こ
の
労
作
が
完
成
し
て
ま
も
な

い
昭
和
四
十
一
年
一
月
十
四
日
、
老
衰
の
た
め
満
八
十
一
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

七
回
忌
の
昭
和
四
十
八
年
、
三
人
の
息
子
た
ち
が
一
族
の
墓
地
（
中
条
町
）
に



新
し
く
建
て
た
「
斎
藤
家
之
墓
」
で
、
今
は
安
ら
か
に
眠
り
続
け
て
い
る
。

以
上
の
記
載
に
従
っ
て
、
校
歌
の
作
詞
者
平
野
秀
吉
と
校
長
斎
藤
秀
平
と
の
関

係
を
ま
と
め
る
と
表
1
お
よ
び
図
5
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
前
述
の
う
ち
で
最
も

信
頼
で
き
る
文
献
は
、
斎
藤
自
身
が
記
し
た
③
の
「
著
者
の
略
歴
」
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
平
野
秀
吉
と
斎
藤
秀
平
の
関
わ
り
合
い
を
整
理
し
、
考
察
を

加
え
る
と
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

（
ア
）
平
野
秀
吉
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
六
月
五
日
生
ま
れ
、
斎
藤
秀
平
は

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
月
三
十
日
生
ま
れ
で
あ
り
、
平
野
は
斎
藤
に
比
べ

て
十
歳
五
ヶ
月
ほ
ど
年
長
と
な
る
。

（
イ
）
斎
藤
秀
平
は
一
九

O
七
（
明
治
四
十
）
年
三
月
三
十
一
日
に
高
田
師
範

学
校
を
卒
業
。
同
校
が
四
年
制
の
学
校
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
斎
藤
は

一
九
O
三
（
明
治
三
十
六
）
年
四
月
に
入
学
し
た
こ
と
に
な
る
。
平
野
秀
吉
は

一
九
O
一
（
明
治
三
十
四
）
年
四
月
八
日
に
高
田
師
範
学
校
ヘ
赴
任
し
て
い
る
た

め
、
斎
藤
は
平
野
が
赴
任
し
て
三
年
目
の
入
学
生
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
斎
藤

は
高
田
師
範
学
校
に
赴
任
聞
も
な
い
平
野
の
教
え
子
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
斎
藤
が

一
学
年
の
終
わ
り
〔
一
九
O
四
（
明
治
三
十
七
）
年
三
月
十
二
日
〕
か
ら
卒
業
す

る
ま
で
、
平
野
が
舎
監
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
斎
藤
は
公
私
に
わ
た
り

平
野
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
（
図
5
）
。
ま
た
一
九
O
六
（
明
治

三
十
九
）
年
九
月
一
日
時
点
の
生
徒
名
簿
に
は
町
、
「
第
四
学
年
乙
組
」
「
北
蒲
原
・

平
・
農
・
齋
藤
秀
平
」
（
表
記
は
「
郡
市
・
族
・
兼
修
・
氏
名
」
を
示
す
）
の
記

載
が
み
ら
れ
る
。
斎
藤
が
四
学
年
の
と
き
の
高
田
師
範
学
校
は
甲
と
乙
の
二
組
か

新 55

最新
高潟
田麟

師自
事師
校範

旨震
旬吋 －『

己。明
暗1治

十
九
年
十

月

新
潟
鯨
高
田
師
範
撃
校
一
由
貿
』

ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
名
、
コ
一
十
四
名
の
計
六
十
六
名
が
学
ん
で
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
ウ
）
斎
藤
秀
平
は
小
千
谷
高
等
女
学
校
校
長
と
し
て
赴
任
す
る
ま
で
の
七
年
間
、

す
な
わ
ち
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
、
高
田
師
範
学
校
で
教
諭
兼
舎
監
長
を
し
て
お
り
、

同
校
の
授
業
嘱
託
を
し
て
い
た
平
野
秀
吉
と
は
同
僚
と
な
る
（
図
5
）
。
そ
の
た
め
、

斎
藤
は
平
野
の
教
え
子
で
あ
り
同
僚
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
こ
の
頃
、
平
野

は
す
で
に
校
歌
作
詞
者
と
し
て
か
な
り
の
実
績
が
あ
る
た
め
、
斎
藤
は
自
身
が
校

長
を
務
め
る
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
校
歌
を
平
野
に
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

マ。六
．
結
び

小
千
谷
高
等
女
学
校
に
お
け
る
校
歌
制
定
の
過
程
を
ま
と
め
る
と
図
ー
と
な

る
。
ま
た
作
曲
者
大
和
田
愛
羅
の
人
と
な
り
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
作
詞

者
平
野
秀
吉
と
校
長
斎
藤
秀
平
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
図
5
お
よ
び
表
ー
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
次
の
三
点
に
集
約
さ

れ
る
。
一
つ
目
は
、
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
最
初
の
校
歌
（
昭
和
三
｜
八
年
）
は

一
九
二
八
（
昭
和
一
二
）
年
四
月
一
日
の
県
立
移
管
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
同
年
十
月
二
十
八
日
、
同
校
で
開
催
さ
れ
た
御
大
典
記
念
音
楽
演
奏
会

に
大
和
田
愛
羅
が
出
演
し
た
こ
と
を
縁
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ

目
は
、
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
二
番
目
の
校
歌
（
昭
和
八
年
）
は
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
の
移
東
決
定
と
そ
れ
に
続
く
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）
の
新
校
舎
着

工
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
校
長
斎
藤
秀
平
が
高
田
師
範

学
校
の
思
師
兼
同
僚
で
あ
っ
た
平
野
秀
吉
に
作
調
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

-160ー



和
田
愛
羅
は
「
昭
和
五
年
日
に
文
部
省
唱
歌
の
編
集
機
関
で
あ
る
日
本
教
育
音
楽

協
会
員
」
に
就
任
し
町
、
音
楽
教
育
に
お
い
て
著
名
で
あ
っ
た
た
め
に
最
初
の
校

歌
（
昭
和
三
｜
八
年
）
の
曲
を
そ
の
ま
ま
二
番
目
の
校
歌
（
昭
和
八
年
）
に
利
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
二
番
目
の
校
歌
は
歌
詞
の
み
の
変
更
に
留
め

ら
れ
た
。
三
つ
目
は
、
平
野
秀
吉
作
詞
に
よ
る
校
歌
は
高
田
師
範
学
校
の
卒
業
生

兼
同
僚
で
あ
っ
た
斎
藤
秀
平
に
よ
り
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
高
田
師
範
学
校

が
校
歌
制
作
の
拠
点
的
な
性
格
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
追
補
す
る
こ
と
が
で
き

た七
開
後
記

平
野
秀
吉
と
大
和
田
愛
羅
の
接
点
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
い
。
大
和
田
愛
羅

の
略
歴
に
よ
れ
ば
、
一
九
O
五
（
明
治
三
十
八
）
年
三
月
に
新
潟
県
立
新
潟
中
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
大
和
田
は
一
九
O
O
（明

治
三
十
三
）
年
四
月
に
同
校
へ
入
学
し
た
こ
と
に
な
る
。
平
野
秀
吉
は
同
年
三
月

二
十
一
日
ま
で
同
校
で
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
平
野
と
大
和
田
は
入
れ
違

い
と
な
る
。
偶
然
と
は
い
え
大
変
奇
妙
な
縁
で
あ
る
。

き
た
き
だ
き
ち

ま
た
斎
藤
秀
平
が
滋
賀
県
で
知
遇
を
得
た
喜
田
貞
士
口
（
表
1
）
と
、
吉
田
東

伍
の
関
係
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
。
「
小
伝
吉
田
東
伍
』
に
よ
れ
ば
問
、
「
一
九
O
一

（
明
治
三
十
四
）
年
、
後
に
早
稲
田
大
学
と
な
る
東
京
専
門
学
校
で
講
義
を
し
て

い
た
喜
田
が
文
部
省
へ
就
職
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
地
名
辞
書
編

さ
ん
中
の
東
伍
を
推
せ
ん
」
し
、
さ
ら
に
「
同
校
の
経
営
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い

58 57 56 

西
暦
一
九
三
O
年。

同
加
。

安
田
町
立
吉
田
東
伍
記
念
館
『
小
伝
吉
田
東
伍
』
安
田
町
立
吉
田
東
伍
記
念

館・

5
3
b－N
H

。

た
市
島
春
城
の
う
し
ろ
だ
で
も
あ
っ
て
、
東
伍
は
文
学
部
史
学
科
の
講
師
に
」
就

任
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
吉
田
東
伍
と
喜
田
貞
吉
、
そ
し
て
斎
藤
秀
平
の
意
外
な

接
点
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
中
村
忠
夫
先
生
（
中
村
内
科
消
化
器
科

医
院
長
）
に
は
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
校
歌
（
読
み
仮
名
を
含
む
）
と
そ
れ
に
関

す
る
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
板
垣
慎
一
先
生
（
村
上
歴
史
文

化
館
副
館
長
）
に
は
大
和
田
愛
羅
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
村
知
行
先
生
（
上
越
教
育
大
学
）
に
は
私
の
拙
い
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
筆
者
・
一
T
九
五
九
｜
O
四
一
二
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言論扉哩

i説明

（中長ー

叫 132戸事

1928（昭和3）年
4月1日県立移管

1928（昭和3）年10月28日御大典

記念音楽演奏会（出演大和田愛羅）

「六条の校副U制定？

校歌（昭和３～８年） 校歌
（昭和8年）

竹相会の歌
（大正15年）

1932（昭和7）年
3月29日高等女学校

移東決定

作詞：不詳

作曲：大和田愛羅

（校長）森田高吉

．作詞：平野秀吉
大和田愛羅の曲｜作曲：大和田愛羅
をそのまま活用 l

．（校長）斎藤秀平

図1.小千谷高等女学校における校歌制定の過程

図2. 「汽車」の碑

図4.大和田家の墓碑（脇）

図3.大和田家の墓碑（正面）

図2～ 4は、

平成28年7月24日（日）

槙田撮影。

高田師範学校

教諭と生徒の関係： 4年間

〔1903（明治36）年4月～ 1907（明治40）年3月31日〕

｜｜平野秀吉｜｜ ！斎藤秀平｜

授業嘱託と教諭兼舎監長の関係： 7年間

〔1925（大正14）年3月31日～ 1932（昭和7）年3月31日〕

図5.平野秀吉・斎藤秀平と高田師範学校の関係
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表 1.平野秀吉の略歴と斎藤秀平の関係
I 平野芳子守 ｜ 斎牒秀平

西暦（号年i I年齢｜ 事 項 ｜年齢｜ 事 項

1873年（明治　6年）1歳　6月5日、西蒲原郡巻村290番地戸に平野兵吉長男として生れる。 l l 寸

1百元 8 l更 J1_0日＿l了一号どき1亨）＞！理手口一 一 ← l l J 
1百五互：：：：：：立二j,7_jそJcl5H二一型事厚邦予ぞ＇！＂守党主ち一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 j j ' -1 
1331 14 I s I ↓ l ! 
両一一← ），1- -hI l二二二二二 二二 一 ー 一一一 ー，:J,1点EO:日明、明四時駐車要性一時男五日,ft{i：：弱虫食明寺主腎計：説話
・iii，－－一一← が ]13 110月、西蒲原郡巻小学校授業生。 ↓.2. j 

両二二二:i:9：二｜豆半世E；：垣根説，t雨空二二二二三：：：： :J:q: 二二二二二三：：：：：：：：：：：：：：：：：二：：；

L句史一一 竺 J1.5..Jそ/cl、党tr訟を型車そ.. 西蒲原郡国上村国上小学校卒業生。 ' ' 

L旬Bそ一一一 えL ]1.6 .. JそJc!、月0，京都竺竺，j＂芋j惇空襲芋2一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー
18SO 23 118 Ill円1日、尋常科教員免許状受信頁。 I 7 

ふ一一一日 lt両面：百品開主 元 副J均一正融品［前3両極ゐ一前五f.融桶長雨f：而：1
"' I' 1歌集「つれづれ午帆18も」。 I 

1ss2 "is' .. 120 T:i月 瓦辱料率引員菟言恥一語；百白二言語i=・iX,Cf芙白手議雨量長め1長）lEloだ品1亘両訴富三吾J9 
I l受講。 Sf127日西蒲原郡内野尋常小学校。 10月随想鋸「松風」「上京日記」執筆。 12月27日、

l I無融持楼主によj江主正祉のづ・＂堅実抑止 負 t犬 耳＇ ～ 

1895 一一ーが一－ 1幻 ↑7月16日、T実用支Yffiiinii〓京支白川 面。支部省晶－左京辰長• .，，：弓宮両焔苧夜：吉日常12

一一一一 J Jす，守丘三高亨J宅空咳＂.＇.時 l語H歌唱免託民零主事三 9Rt，ミ巴型ii！貢与三喜註＇I'守f事長著号車主主2 j 
IS% 29 124 12月四日、同校助教諭。 113 

1897 30 12., 同月四日、水谷コトヂと結婚。新居は新潟市学校町通り2下回門 114 

1898 31 12, 卜6月3日 文部省検定試験合格、師範学校尋常中学校、高等女学校の海文科、習字手免許航空韻。 115

1899 32 127 12月10日、新潟県尋常中学校教諭 4月lU、新潟県『，，苧術史教諭

1900 33 l2R 旧月22日、富山県第三川1学校（現、富山県立魚津高等学位）教諭。長男秀犬誕生。

1901 34 129 l4fl 811、新潟県高田師噛学校教諭。作事町（現大手町）に住す。

1902 35 卜30 l3M8目、長女愛 f誕生。 12f128日、「国語声音学」出版（東京 国光本心。

1903 3fi 同1 I 120 

1904 37 旧2 l3f1121l 高岡師範学校舎監兼任。富士登山。 9月12日 二男ノト二夫誕生＇ 9月14日、父兵育死亡。 121

1905 38 同3 110月、新潟県立＝条中？車交 C現新特県立三条高等学世）〔作詞平野秀吉、作曲不詳）。 122 

1906 39 旧4 111月30日 二女下枝誕左右。 123 

1907 4C 135 

1.9.0.s.一一一.. :,1二 }iil託記副じ
191山モ モ2 37 1月12日、奏任待遇。7月4日、三女ナヨ子誕生。
1910 43 138 

1911 44 139 ll0f13HI 一男多｜潤誕生。秋より、現上越市西城町3丁目7番地（不二夫宅）。

1913 （大正 2 I 141 15月19目、長男秀犬死亡（享年14才）. 130 

i915 4 143 14月10目、時ソチ先亡。 5月15日、「績り方教授の組本的研究j出版（東京六合社）。 6丹20132

一一一一一一一一一一一一 L.J伊..一見室主摩主主主畦鼻持士五千五暫旦表彰，. 一一一一 l 
1916 5 144 12月211、凹女令f誕生。新潟県高田師範学校（旧語）［作詞半野芳古、作曲小林鵡〕。 133 

1917 6 145 I 134 

1918 7 146 19月22日、彩百字尋常高等小学校（現新潟市立新ィ事第一小学校）［作詞 宇野秀吉作曲寸沖木曜〕。 135

1919 8 147 13円2811 布等白六等待遇。 同6

1920 9 148 112月20日、能生尋常高等小学校（現糸魚JIl市古能生小学校）〔作詞 平野秀育、作曲イ味押釦。 137

1921 10 149 IS月5円、高等官五等待遇。 8月6目、依願退職。 9月30日、叙罰点等瑞宝章報う。 9月却目、新調県｜円。
J l自甲E町並千』主主主事揮，t,j普賢早月Bl0.'1',1型空毛主（新謂）［作詞 平野秀吉、作曲 小林雨雲白。 !°u 

1922 11 ] 50ー↑稲田尋常町等小学1"（：現上越市iL稲田小学校ic作詞￥白5脅吉、作曲 i杯d也二 ！日

J ↓）＇.＇辛口， Jc主・＂＇ 」』窒士！！、Y:c唆主事.Jc控現） Jf'モ詞，.＇！＇＃ぜ歪立、. .if曲一店J守党！，.一一一一一一一一一ーにて
1923 12 151 IS丹、「万葉集全釈」第次原稿脱捕。 140 

1924 13 Tsi Ti6且吉正面？画展疋詰:i,;是正支点司苔材調査芸員； i向75正刀；五品百万語ぷぷ校＇（＇ iii，若布豆！.ii
小池小学校）［作詞平野秀吉作曲目中信太郎〕。 12月lH 川崎尋市小学校（現長岡市
立川町青生空校jJjセ;aL."t'竪表志.j七曲一！！、A浩・r::。

1975 14 15' 

1927 （昭和 2 ) 155 17月15H 「H木アルプス登山案内記」出版（東京斯文書院し

1928 3 ISS l1Df120日、「山崩歌集駒苧」出版（東京斯文子寺院）。

1979 4 I 57 110月10目、［庸詩選全駅」出版（東京東洋図書刊行会）。 146 

1932 7 1so I 149 

1933 一一一一一石 )61 Ti正遠扇面責雨漏市争・，r,:・10庁、天弱扇語吾首苓ぶ斜校 I説記越市正二点許可、苧秘＂（芥詞ー↑ so"
｜ 1平野秀子守、作曲 田1中信太郎〕。新潟県立小千谷市立高等女学校（昭和25年4月に統合、現新潟
I I l県す／ド千谷高卑主主持＇ r作詞 半野秀cf 作曲 λ剰Hf!号訴臨l, I 

19:s, 一一一一石 )62 )3fi31日、高田師範学校授柔嘱言語依煽退職。 10月17円、百四帥証ギ副司葱主，＝・Fi踊医院幕↑51一一l
I I I 13月31日、小野財凶新潟郷土f尋常描長。
｜ l式ならびに謝恩会。 I 

・1935 10 lss I 152 

1936 11 164 

1937 12 165 , 
I 13月、深沢尋常高等小学校（現長岡市？深沢小学校）［作詞平野秀吉、作曲岩井清志〕υ

193R 13 166 I 

1939 14 167 16月四目、 Iiil識の歌高嶺いばら」出版（木曜会）。 156 
一一一一一一一一一一一 -.一一一＋一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー→一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’一←

1s,o 15 l6s I馴 l屈尋問等小学校（旧聞）（平成昨日閥、現妙耐［作詞平野討、作曲刑判。157

1941 16. ]69. 

大崩小学校（平成5年開校、現小千谷市）［作詞平野秀吉作曲石井信夫〕。

1942 1i Jio Jio月工正面稀孜首長需品匝長逸iii;s白1且：語む岳民苧夜（昭和,i,i平イ自己説存、右系（，＼JI「帝7↑59
－一一 一← i j[1j「町1 l三野秀秀二一色申一一色世年J芳］乞 一一一一一
1943 18 171 1胸悔供出。 12月、「全釈万葉集附和略解」完稿。 60 

.1.9.44 .10. 72 J 一一一一一一 一一一一一一一 1モ1. 3月31日、新潟縣編「新潟縣史蹟名勝天然記念物調査報告（第12輯） l型t哩F守！，
1945 20 173 I 162 l3f131 H、中野財団新潟郷土博物髄閉鎖。

1946 21 174 15月6H、弟亥作死亡。 6丹、門下生主催金婚式祝賀（高岡市大町中学校体育拙於J. lss I 
10,i ... ii 75　5月27日、脳溢血にて倒れ、同日死亡。10月5日、「良寛と Jiミ言語J山〕庶1東京一支極言説1:JM ＇一一一一→ 一一一 一一一一 一一一一一一戸

一一一一 一一一i nz.旦 J長主主Jf莞些iA揮型宇，w埠全。
19,s 23 I 110月9目、妻コトヂ死亡。
・195・0・・ 記，；・十 ＋ 一一一一一一一 一

65 11日15H、「浩歌山雪村友梅J（北方文化博物館）， .'i 
ーー← )67 )i白羽目：新編廓哀脊扇面「品7車両長H討論「国王長国誌彦山除］［新治驚領有扇山7吉原白・11

一一一一一一一一一一一一一一ーし一一l里J.,

1953 28 

1954 29 
'ig57 32 

＇＂＇正1 －一五二i二［，争；百三極唾時王子 6S 
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ドfit不詳

so 19月1511、「新号県史証戸時代篇 I巻」（野島出版）。新潟日報文化賞受賞。
19.＜午－ 39 I I 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一Ts1・Ts日吉正「新記主五一在日込反主主 示基j楊忌瓦正面）：一一

19日 41 ] jg泊五百；「ii古ε芳棄事J通論fui訂版出荷＂（ j正亘書院j:ii向吉正6：ー「克露ξ三言語雇J 出版　83 1月14日、老衰のため死去。7回忌の昭和48年、3任の息子たちが一族の墓地（中条町）
記念講簡会。 I ｜に新しく建てた「斎藤家之墓｜で眠っている。
吉岡小学校（現 u主主市）〔作詞平野秀吉、作曲 不詳〕。 I ｜臨史編纂主任。
西能生小学校（Bi1利37年4月に統合魔校、現品魚川市）〔作詞平野秀育、作曲田中信太郎）。l ｜新潟県立凶書館長。
桔道小学校（槙枝第分程）（昭和137年4月に統合廃校、現糸魚川市）〔作詞干野秀育、作曲 ι ' 
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